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平
成

年
度
の
決
算
状
況

29

一
般
会
計
歳
出
総
額
は
約
1
1
6
億
4
千
万
円

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、

29

歳
入
が
1
2
2
億
7
1
0
5
万
3
8
7
7
円
、

歳
出
が
1
1
6
億
4
2
9
7
万
1
8
3
8
円
で

し
た
。　

年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳

28

入
は
3
億
6
9
3
1
万
2
千
円
（
2
・
9
％
）

の
減
額
、
歳
出
は
3
億
9
3
7
0
万
4
千
円

（
3
・
3
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

※
以
下
、
一
般
会
計
の
千
円
未
満
は
四
捨
五
入
。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、
償
却
資
産
の
伸
び
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り　

億
9
8
6
9
万
円
、

32

対
前
年
比
1
億
5
0
1
2
万
3
千
円
（
4
・
8

一
般
会
計

年
度
ま
で
の　

年
間
、
特
例
措
置
と
し
て
、
一

10

本
算
定
と
合
併
算
定
替
を
比
較
し
て
有
利
な
額

が
交
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

の
減
額
に
よ
り
、
4
9
7
2
万
8
千
円
（
3
・

8
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備

補
助
金
の
増
額
に
よ
り
、
8
2
4
3
万
6
千
円

（　

・
3
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

10

　

財
産
収
入
は
、
旧
江
川
小
学
校
の
跡
地
売
払

収
入
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
5
9
0
5
万
1
千

円
（　

・
5
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

80

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
等
の
取
り
崩
し

の
減
額
に
よ
り
、
1
億
9
6
4
2
万
5
千
円

（　

・
3
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

47

　

市
債
は
、
武
道
館
建
物
本
体
工
事
の
完
了
な

ど
に
よ
り
、
1
億
8
9
0
万
円
（　

・
2
％
）

16

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

議
会
費
は
、
退
職
に
伴
う
議
員
報
酬
の
減
額

に
よ
り
、
対
前
年
比
2
1
3
万
1
千
円
（
1
・

5
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
8
9
9
5
万
9
千
円
（
6
・
9

％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
に
こ
に
こ
保
育
園
の
空
調
設
備

改
修
工
事
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
1
5
0
8
万

8
千
円
（
0
・
4
％
）
の
増
額
。
民
生
費
に
つ

い
て
は
、
全
体
の　

・
6
％
を
占
め
、
総
額
で

31

　

億
8
0
9
4
万
1
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

36
　

衛
生
費
は
、 
塵 じん 
芥 
処
理
に
係
る
広
域
行
政
事

か
い

務
組
合
へ
の
負
担
金
や
浄
化
槽
設
置
整
備
費
が

減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
4
4
2
5
万
5
千

円
（
3
・
2
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合

整
備
事
業
の
増
額
に
よ
り
、
1
億
2
7
9
6
万

5
千
円
（　

・
6
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

32

　

商
工
費
は
、
企
業
誘
致
事
業
費
や
山
あ
げ
会

館
施
設
整
備
費
の
増
額
に
よ
り
、
8
7
0
9
万

8
千
円
（　

・
7
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

16

　

土
木
費
は
、
J
R
烏
山
駅
前
広
場
整
備
や
道

路
整
備
事
業
費
の
減
額
に
よ
り
、
8
1
3
3
万

円
（
9
・
9
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。合
併

特
例
債
を
活
用
し
た
道
路
整
備
は
7
路
線
、辺

地
対
策
事
業
債
は
1
路
線
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
消
防
団
詰
所
建
設
費
の
増
額
に

よ
り
、
8
6
0
万
3
千
円
（
1
・
5
％
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
武
道
館
建
物
本
体
工
事
や
南
那

須
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事
の
完
了
に
よ
り
、

決29年度

算SETTLEMENT OF ACCOUNTS

　

平
成　

年
度
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

29

せ
し
ま
す
。

　
　

年
度
は
、
市
総
合
計
画
「
み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る
ひ
か
り
輝
く
ま

29
ち
づ
く
り
」
の
仕
上
げ
の
年
と
し
て
後
期
基
本
計
画
の
施
策
実
現
を
目
指
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
計
画
的
な
活
用
を
基
本
と
し
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
の
伝
承
拠
点
と
し
て
、

山
あ
げ
会
館
施
設
整
備
事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
お
よ
び
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
道
路
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
畜
産
振
興
と
し
て
畜
産
担
い
手
育

成
総
合
整
備
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
3
・
2
％
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
は　

・
0
％
の
増
額
と
な
り
ま

17

し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
の
縮
減
措
置
が
2
年
目
と
な
り
、

ま
た
、
基
準
財
政
収
入
額
が
伸
び
た
こ
と
な
ど

か
ら
1
億
2
3
5
9
万
3
千
円
（
3
・
0
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
交
付
税
は
2
1
9
万
1
千
円
（
0
・
4

％
）
減
額
と
な
り
、
総
額
で　

億
4
0
9
0
万

45

4
千
円
、
対
前
年
比
1
億
2
5
7
8
万
4
千
円

（
2
・
7
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
市
に
お
い
て
は
、
合
併
団
体
の
た
め
平
成　
27
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▲　月　日掌に山あげ会館がリニューアルオープン4 1
しました。

5
億
7
6
3
9
万
1
千
円
（　

・
8
％
）
の
減

32

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
や
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
の
増
額
に
よ
り
、

1
0
5
0
万
8
千
円
（
4
1
4
・
8
％
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
元
利
償
還
金
が　

億
3
3
3
1

14

万
7
千
円
に
な
り
、
2
5
5
4
万
1
千
円
（
1
・

8
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、
歳
入
が　
41

億
5
1
0
8
万
5
6
9
6
円
、
歳
出
が　

億
8

39

6
万
3
8
7
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
で
は
歳

入
歳
出
と
も
2
・
9
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
診
療
施
設
勘
定
は
、
歳
入
が
7
4
4
8
万

1
1
5
1
円
、
歳
出
は
5
9
2
3
万
3
8
2
6

円
で
あ
り
、
歳
入
は
6
・
9
％
、
歳
出
は
3
・

8
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。（
※
事
業
勘
定

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
会
計
で
、

診
療
施
設
勘
定
は
、
境
診
療
所
・
七
合
診
療
所

を
運
営
す
る
会
計
で
す
。）

　

熊
田
診
療
所
は
、
歳
入
が
5
6
5
9
万
1
5

2
6
円
、
歳
出
が
4
9
4
6
万
6
0
1
1
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
診
療
収
入
は
5
・
8
％
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は　

9
・

9
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出

で
は
、
駐
車
場
の
修
繕
工
事
な
ど
を
実
施
し
た

た
め
4
・
1
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
歳
入
が
3
億
2
9
7

0
万
4
8
8
0
円
、
歳
出
が
3
億
2
3
1
1
万

5
9
8
7
円
で
あ
り
、
歳
入
は
3
・
3
％
、
歳

特
別
会
計

919万2千円
425万7千円
4058万5千円
3730万8千円
1369万円
204万6千円
1294万8千円

43億147万7千円
（構成比35.1％）

地方特例交付金
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金

地方譲与税
1億3453万9千円

公債費
14億3331万7千円

総務費
13億8539万
1千円

民生費
36億8094万
1千円

衛生費
13億3857万
2千円

農林水産業費
5億2048万9千円

土木費
7億4256万2千円

商工費　6億843万7千円
労働費　29万9千円

教育費　11億8167万円

災害復旧費　1304万1千円
議会費　1億4311万3千円

消防費　5億9514万円

地方消費税交付金
4億8899万2千円
県支出金
8億8058万6千円
市債
5億6250万円

国庫支出金
12億4203万円

地方交付税
45億4090万4千円

市税
32億9869万円

3億1368万9千円
6169万9千円

2億1897万9千円

繰越金
使用料及び手数料
繰入金

1億44万1千円
1429万6千円
1393万4千円

2億7974万9千円

分担金及び負担金
財産収入
寄付金
諸収入

自主財源

※千円未満四捨五入

一般会計

79億6957万7千円
（構成比64.9％）

依存財源122億7105万
4千円

歳入

116億4297万
2千円

歳出

※収益的収支は、サービス提供の対価としての料金収入や人件費、物件費、固定資産の減価償却費など。
資本的収支は、効果が次年度以降に及ぶもので、施設整備費や企業債の元金償還金などです。

特別会計・企業会計
■国民健康保険（事業勘定）

４１億５１０８万５６９６円歳入
３９億    ８６万  ３８７円歳出

■国民健康保険（診療施設勘定）
７４４８万１１５１円歳入
５９２３万３８２６円歳出

■熊田診療所
５６５９万１５２６円歳入
４９４６万６０１１円歳出

■後期高齢者医療
３億２９７０万４８８０円歳入
３億２３１１万５９８７円歳出

■介護保険
２７億２２９１万  ２２９円歳入
２６億４７５９万１１２２円歳出

■農業集落排水事業
５７３７万３３２９円歳入
５５４１万２７３２円歳出

■下水道事業
４億２２７２万２２８０円歳入
４億  ５４６万    ３０円歳出

■簡易水道事業
１億２１３０万４３４９円歳入
１億  ７８５万  ７４４円歳出

■水道事業（公営企業会計）※
５億６０７２万９１２２円収益的収入
４億７０７２万７１２２円収益的支出
４８５５万９０２１円資本的収入

３億  １９０万８３９８円資本的支出
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出
は
4
・
1
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
歳
入
が　

億
2
2
9
1
万
2

27

2
9
円
、
歳
出
が　

億
4
7
5
9
万
1
1
2
2

26

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、　

年
3
月
末
現
在

30

の
要
介
護
及
び
要
支
援
認
定
者
数
は
、
1
5
6

4
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
1
3
1
5
人
の　
・
84

1
％
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が　

・
3
％
、
施
設
サ
ー

78

ビ
ス
利
用
者
は　

・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
歳
入
が
5
7
3
7

万
3
3
2
9
円
、
歳
出
が
5
5
4
1
万
2
7
3

2
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
と
烏
山
地
区
の
中
心
部
で
供
用

さ
れ
て
い
る
下
水
道
事
業
は
、
歳
入
が
4
億
2

2
7
2
万
2
2
8
0
円
、
歳
出
が
4
億
5
4
6

万　

円
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
計
画
2
4
9
・

30
6　

の
う
ち
、　

年
度
末
で
1
8
1
・
2　

の

ha

29

ha

整
備
が
終
了
し
、
整
備
率
は　

・
6
％
と
な
っ

72

て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
歳
入
が
1
億
2
1
3
0

万
4
3
4
9
円
、
歳
出
が
1
億
7
8
5
万
7
4

4
円
と
な
り
ま
し
た
。
建
設
改
良
は
、
災
害
対

策
と
し
て
、
境
東
簡
易
水
道
施
設
の
耐
震
2
次

診
断
を
実
施
。
ま
た
、
簡
易
水
道
区
域
の
管
網

解
析
業
務
を
実
施
し
、
水
道
事
業
へ
の
統
合
準

備
を
進
め
ま
し
た
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

境
東
簡
易
水
道
施
設
の
自
家
用
発
電
設
備
等
の

点
検
お
よ
び
老
朽
化
し
た
境
簡
易
水
道
浄
水
場

の
警
報
装
置
交
換
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
設
備

保
全
に
努
め
、
有
収
率
は
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

が
り
、　

・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。

83

　

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
収
益
的
収

入
が
5
億
6
0
7
2
万
9
1
2
2
円
、
収
益
的

支
出
は
4
億
7
0
7
2
万
7
1
2
2
円
。
資
本

的
収
入
は
4
8
5
5
万
9
0
2
1
円
、
資
本
的

支
出
は
3
億
1
9
0
万
8
3
9
8
円
と
な
り
ま

し
た
。
差
引
不
足
額
2
億
5
3
3
4
万
9
3
7

7
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
お
よ

び
減
債
積
立
金
取
崩
額
1
2
6
0
万
円
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
で
は
、
栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所

発
注
の
「
主
要
地
方
道
宇
都
宮
・
那
須
烏
山
線
」

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
田
野
倉
地
内
配
水
管
布

設
替
工
事
な
ど
を
実
施
。
水
道
施
設
更
新
事
業

は
、
城
東
浄
水
場
無
停
電
電
源
装
置
取
替
工
事

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

企
業
会
計

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化
判
断
比
率
4

指
標
で
あ
る
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、

資
金
不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）内

は
、
早
期
健
全
化
基
準
で
、
ど
れ
か
一
つ
で
も

基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
数
値
に
つ
い
て

は
少
な
く
な
る
ほ
ど
健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
実
質
赤
字
比
率
…
な
し
（　

・　

％
）

13

67

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
な
し
（　

・　

％
）

18

67

■
実
質
公
債
費
比
率
…
7
・
1
％
（　
・
0
％
）

25

■
将
来
負
担
比
率
…
8
・
9
％
（
3
5
0
・
0
％
）

■
資
金
不
足
比
率
…
該
当
な
し

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

もっと知りたい！財政の疑問
　ここなす姫たちの疑問に財政さんが答えてくれるそうです！みなさんも一緒に聞いてみましょう。
～健全化判断比率編～

からすまる

ここなす姫

やまどん

Q1．財政健全化判断比率は前年度と比べてどう変わったのですか？

Q2．実質公債費比率と将来負担比率が改善された理由は何ですか？

Q3．財政状況が厳しいって聞いたけど、これからも厳しいのですか？

A1．実質公債費比率は0.2％（前年度は7.3％）、将来負担比率は11.0％（前
年度は19.9％）改善されました。実質公債費比率については合併時（平
成17年度）以降、将来負担比率については平成25年度以降、前年度を
下回り続けています。

A2．地方債の新規発行を抑制して地方債残高の減額を図ったことが大
きな理由の一つです。今後も引き続き数値の改善を目指していきます。

A3．数値が改善されていることは、財政健全化の取り組みが少しずつ
成果を表していると言えます。しかし、これはまだ道半ばです。本市
の歳入の柱は地方交付税ですが、合併時の有利な計算が終了し、大幅
に減額されていく見込みです。そのため、今後行政需要に見合った公
共施設の統廃合や更なるコスト削減など、歳出予算の抑制に努めてい
く必要があります。

財政さん

財政さん

財政さん
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～財政分析指標編～

からすまる

ここなす姫

ここなす姫

やまどん

Q1．下の表について教えてください。地方債残高と基金残高とは、ど
ういったお金ですか？

Q3．標準財政規模が80億円台で推移しています。これは望ましい決算
規模を示している金額ですか？

Q2．経常収支比率が前年度より下がっています。悪化しているのですか？

Q4．最後に、財政力指数について教えてください。

A1．家庭の家計簿に例えると、ローン（借金）残高と貯金残高です。
平成29年度は、前年度より借金を減らして貯金を増やすことができま
した。「借金は少なく貯金が多い」方が望ましいのは一般家庭も市役所
も同じです。引き続き貯金を増やしていけるよう努力していきます。

A3．決算規模ではありません。この金額は、市税や普通交付税など標準
的に収入できると見込まれる一般財源の総額を言います。行政運営する
ための財源としては、これらの他に国や県からのお金や市が借入する地
方債などもありますので、29年度の歳入決算額も122億円台となってい
ます。

A2．この率が高くなるほど財政状況が苦しくなります。これは、安定
的に入ってくる一般財源のうち91.7％は経常的な経費で使い切ってし
まっていることを示しているからです。前年度より率が下がったこと
は改善と言えますが、90％を超えているため、公共事業など臨時的経
費にお金を回す余力が少ない状態となっています。

A4．財政力指数が「1.0」を超える自治体は、市税などの自主財源で
標準的な行政サービスの全てを賄えていることを表します。本市は、
「1.0」に満たない分を普通交付税によって補てんされることで、標準
的な行政サービスを維持していることになります。財政力指数を大幅
に引き上げることは非常に困難であるため、普通交付税が有利に交付
されるような、事業に取り組んでいます。

財政さん

財政さん

財政さん

財政さん

平成29年度平成28年度区　分

124億4309万5千円132億1967万1千円地 方 債 残 高

65億7289万7千円63億7158万円基 金 残 高

91.7％92.9％経 常 収 支 比 率

83億3300万4千円84億1078万円標 準 財 政 規 模

0.4410.437財政力指数（3か年平均）

0.4500.444財政力指数（単年度）

財政力分析指標（一般会計）
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第 4回 市 議 会

　

平
成　

年
第
4
回
市
議
会
9
月
定
例
会
が
9
月
4
日
昇
か
ら　

日
昌
ま
で
の　

日
間
の
日

30

19

16

程
で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
な
ど　

議
案
が
原
案

30

13

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
3
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、　

年
度
の
9
会
計
の
決
算
が
認

29

定
さ
れ
た
ほ
か
、
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
1
件
が
採
択
さ
れ
、
意
見
書
2

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

88

　

一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
企

業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し

く
は
2
～
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

年
度
の
決
算
認
定

29

平
成　

年
度
の
決
算
を
認
定

29

　

年
度
一
般
会
計
は
1
1
4
億　

万
2
千
円
に

30

6454

の
増
額
、
烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念
の
前

夜
祭
を
兼
ね
た
「
市
民
秋
祭
り
」
の
た
め
観

光
振
興
費
3
0
0
万
円
の
増
額
、
道
路
や
ト

ン
ネ
ル
の
補
修
・
支
障
木
の
伐
採
に
対
応
す

る
た
め
道
路
維
持
管
理
費
3
1
3
3
万
6
千

円
の
増
額
、
2
か
所
の
道
路
排
水
施
設
整
備

を
行
う
た
め
道
路
保
全
費
1
7
0
0
万
円
の

増
額
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
配
分

決
定
に
伴
う
道
路
整
備
費
1
5
9
0
万
円
の

増
額
、
J
R
烏
山
駅
周
辺
の
市
街
地
に
お
け

る
公
共
施
設
の
再
編
整
備
構
想
策
定
の
た
め

都
市
計
画
総
務
費
3
2
4
万
円
の
増
額
、
防

火
水
槽
の
解
体
に
伴
う
消
防
水
利
施
設
整
備

費
1
3
4
万
円
の
増
額
、
江
川
小
学
校
の
消

火
水
槽
給
水
管
漏
水
対
応
工
事
と
し
て
江
川

小
学
校
施
設
整
備
費
2
3
6
万
3
千
円
の
増

額
、
人
生
の
並
木
路
管
理
育
成
費
1
9
3
万

8
千
円
の
増
額
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
機

器
修
繕
の
た
め
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費

1
0
1
万
6
千
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推

○
一
般
会
計

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳

30

出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
1
8
5
万
3
千
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
1
4
億
6
4

5
4
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立

金
2
3
8
万
4
千
円
の
増
額
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
等
の
記
載
の
充
実
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改

修
費
と
し
た
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
費
2
0
1
万
4
千
円
の
増
額
、

確
定
申
告
事
務
の
効
率
化
と
申
告
受
付
時
の

待
ち
時
間
短
縮
な
ど
の
た
め
住
民
税
申
告
受

付
事
業
費
と
し
て
2
5
6
万
6
千
円
の
増
額
、

市
単
独
土
地
改
良
事
業
費
3
5
1
万
6
千
円

　

年
度
の
補
正
予
算

30

進
事
業
A
L
T
業
務
委
託
」
の
債
務
負
担
行

為
（　

年
度
～　

年
度
）
を
追
加
し
ま
し
た
。

31

33

○
特
別
会
計

　

介
護
保
険
は
、
前
年
度
の
保
険
給
付
費
、

地
域
支
援
事
業
費
の
精
査
に
伴
い
6
5
5
7

万
円
を
増
額
し
、　

億
4
3
0
7
万
円
と
し

27

ま
し
た
。

▲今年築城600年を迎えた烏山城。10月14日掌には、
　記念イベントが開催されます。

　

下
水
道
事
業
は
、
汚
泥
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク

用
水
位
セ
ン
サ
ー
修
繕
お
よ
び
管 
渠 
築
造
工

き
ょ

事
費
と
し
て
3
1
7
万
4
千
円
を
増
額
し
、

3
億
9
5
8
7
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
簡
易
水
道
資
産
台
帳

電
子
デ
ー
タ
を
水
道
事
業
資
産
台
帳
シ
ス
テ

ム
へ
デ
ー
タ
変
換
し
移
管
す
る
業
務
委
託
費

と
し
て　

万
2
千
円
を
増
額
し
、
8
5
6
8

43

万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

〇
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、
国
道
改
良
工
事
に
伴
う
中

山
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事
お
よ
び
志
鳥
地

内
配
水
管
布
設
替
工
事
に
伴
い
、
資
本
的
支

出
3
9
1
7
万
2
千
円
を
増
額
し
、
3
億
7

9
4
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
落
雷
に
よ
り
故
障
し
た
テ
レ

メ
ー
タ
更
新
工
事
に
伴
い
、
資
本
的
支
出
3

2
7
7
万
8
千
円
を
増
額
し
、
4
億
1
2
1

7
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
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・
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
申
出

の
対
応
を
明
確
に
し
、
運
用
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
「
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

・
栃
木
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
に
伴
い
、

「
市
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
の
任

用
、
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
改

正
に
伴
い
、
「
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
こ
ど
も
館
に
設
置
し
て
い
る
烏
山
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
、
烏
山
小
学
校
南
舎
に
移
転

す
る
た
め
、
「
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
実
施
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

・
市
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、平
成　
30

年　

月　

日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
阿
久
津

11

29

昌
子
氏
を
引
き
続
き
委
員
と
し
て
任
命
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
委
員
の
人
事

　

人
権
擁
護
委
員
の
平
塚
禮
子
氏
お
よ
び
橋

本
惠
子
氏
が
平
成　

年　

月　

日
に
任
期
満

30

12

31

人
権
擁
護
委
員
の
人
事

第
7
回
教
育
委
員
会（
7
月　

日
晶
）

27

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の

認
定
及
び
廃
止
を
承
認

○
平
成　

年
度
使
用
小
学
校
用
及
び
中

31

学
校
用
並
び
に
小
中
学
校
特
別
支
援

学
級
用
教
科
書
図
書
を
採
択

第
8
回
教
育
委
員
会（
8
月　

日
晶
）

17

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

30

（
教
育
費
関
係
）補
正
予
算（
第
2
号
）

を
決
定

第
9
回
教
育
委
員
会（
9
月　

日
晶
）

28

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
幼
稚
園
管
理
規
則
の
一

部
改
正
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
8
月　

日
捷
：
広
島
平
和
記
念
式
典

27

派
遣
事
業
報
告
会

・
9
月　

日
昇
：
中
学
生
海
外
派
遣
団

18

結
団
式

・
9
月　

日
松
：
荒
川
小
秋
季
運
動
会

22

・
9
月　

日
松
：
つ
く
し
幼
稚
園
運
動
会

29

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

年
度『
第
2
四
半
期
』7
月
～
9
月

30

了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
引
き

続
き
橋
本
惠
子
氏
と
、
新
た
に
郡
司
マ
サ
子

氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

29

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
、　

年
度
の
未
処

29

理
分
利
益
剰
余
金
の
当
年
度
未
残
高
3
億
8

3
8
4
万
9
8
4
5
円
の
う
ち
、
9
0
0
万

円
を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

議
決
事
項

・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
関
す

る
専
決
処
分
1
件
、
一
般
財
団
法
人
那
須
烏

山
市
農
業
公
社
の
平
成　

年
度
の
経
営
状
況

29

説
明
書
、
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

29

び
資
金
不
足
比
率
（
詳
し
く
は
5
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
他

第89回

　現在、稲積神社の残る稲積城址があった高台に、
小さな 祠 があります。この祠は、大きなイロハモミ

ほこら

ジの根元にあり、祠と木を囲むように大小さまざま
な針葉樹、広葉樹を含む　科　種、約24本の樹木が7 8
まるで　本の樹木のように生い茂っています。樹高1
は約22m、東西30m、南北22mあります。
　これだけの面積に樹木が密集しているにもかかわ
らず枯れずに生長している姿は、学術上貴重です。
なお、「祠叢」という用語は造語で、神社の森「 社  叢 」

しゃ そう

ということから、祠の回りの 叢 （林）の意味で名づ
くさむら

けました。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
「
東
海

第
二
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な
い
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」
が
採
択
さ
れ
、
原

子
力
規
制
委
員
会
に
「
東
海
第
二
原
発
の
稼

働
延
長
を
認
め
な
い
意
見
書
」
を
、
茨
城
県

東
海
村
ほ
か
立
地
・
隣
接
自
治
体
に
「
東
海

第
二
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な
い
旨
の
意

見
陳
述
を
要
望
す
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市指定天然記念物

稲積城址の 祠  叢 （下境）
し そう
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9
月
1
日
松
、
南
那
須
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
第

　

回
那
須
烏
山
市
水
泳
大
会
」
が
開
催

13さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、

57

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
種
目
別
優
勝
（
敬
称
略
、「
新
」
は
新

記
録
）

【　

m
ビ
ー
ト
板
】小
学
4
年
生
以
下
：

25塩
野
目
公
英
（
烏
山
小
4
年
）

【　

m
平
泳
ぎ
】小
学
4
年
生
以
下
：
久

25保
居
舜
（
荒
川
小
4
年
）
／
小
学
5
・

6
年
生
：
田
角
優
月
（
馬
頭
小
5
年
）

／
一
般
：
野
々
村
留
美
子

【　

m
平
泳
ぎ
】小
学
4
年
生
以
下
：
大

50 第　

回
那
須
烏
山
市
水
泳
大
会

13水
中
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る

森
悠
生
（
境
小
4
年
）
／
小
学
5
・
6

年
生
：
手
塚
貴
心
（
烏
山
小
6
年
）
／

中
学
生
：
樋
山
宗
一
郎（
烏
山
中
3
年
）

／
一
般
：
三
輪
善
紀

【　

m
バ
タ
フ
ラ
イ
】小
学
4
年
生
以

25下
：
内
藤
優
羽
（
荒
川
小
3
年
）
／
小

学
5
・
6
年
生
：
生
魚
祐
晴
（
境
小
6

年
）「
新
」

【　

m
バ
タ
フ
ラ
イ
】小
学
4
年
生
以

50下
：
平
野
真
央
（
荒
川
小
4
年
）
／
小

学
5
・
6
年
生
：
安
田
知
暉
（
烏
山
小

6
年
）
／
一
般
：
橿
渕
健
洋

【　

m
自
由
形
】小
学
4
年
生
以
下
：
久

25保
居
舜
（
荒
川
小
4
年
）
／
小
学
5
・

6
年
生
：
村
山
晴
琉
（
江
川
小
5
年
）

／
一
般
：
周
藤
美
生
子

【　

m
自
由
形
】小
学
4
年
生
以
下
：
両

50方
芽
依
（
境
小
4
年
）
／
小
学
5
・
6

年
生
：
生
魚
祐
晴
（
境
小
6
年
）
／
中

学
生
：
樋
山
宗
一
郎
（
烏
山
中
3
年
）

／
一
般
：
近
内
夢
大

【　

m
背
泳
ぎ
】小
学
4
年
生
以
下
：
菊

25地
恵
太
（
境
小
3
年
）
／
小
学
5
・
6

年
生
：
根
本
晄
汰
（
江
川
小
5
年
）
／

一
般
：
周
藤
美
生
子

【　

m
背
泳
ぎ
】小
学
4
年
生
以
下
：
両

50方
芽
依
（
境
小
4
年
）「
新
」
／
小
学

5
・
6
年
生
：
川
上
爽
蒼
（
江
川
小
5

年
）
／
中
学
生
：
斉
藤
樺
恋
（
烏
山
中

3
年
）
／
一
般
：
鈴
木
喜
美
子

■
総
合
順
位

【
小
学
4
年
生
以
下
の
部
】優
勝
：
両
方

芽
依
（
境
小
4
年
）
／
準
優
勝
：
内
藤

優
羽
（
荒
川
小
3
年
）
／
3
位
：
塩
野

目
公
英
（
烏
山
小
4
年
）

【
小
学
5
・
6
年
生
の
部
】優
勝
：
生
魚

祐
晴
（
境
小
6
年
）
／
準
優
勝
：
水
井

茉
璃
奈
／
3
位
：
田
角
優
月
（
馬
頭
小

5
年
）

【
中
学
生
の
部
】優
勝
：
樋
山
宗
一
郎

（
烏
山
中
3
年
）
／
準
優
勝
：
斉
藤
樺

恋
（
烏
山
中
3
年
）
／
3
位
：
根
岸
睦

樹
（
古
里
中
1
年
）

左
か
ら
総
合
優
勝
し
た
樋
山
さ
ん
、
生
魚
さ
ん
、

両
方
さ
ん
。

　

中
学
生
が
、
夢
や
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
す
る
、
第　

回
「
栃

41

木
県
少
年
の
主
張
発
表
南
那
須
地
区

大
会
」
が
、
9
月　

日
昇
、
烏
山
公

11

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
南
那
須
地
区
青
少
年
育

成
連
絡
協
議
会
や
那
須
烏
山
市
、
那

珂
川
町
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
で
、

地
区
内
の
中
学
校
か
ら
代
表
4
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、「
地
域
性
の
違

第　

回
少
年
の
主
張
発
表
南
那
須
地
区
大
会

41中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発
表

最優秀賞を受賞した石田さんの発表最優秀賞を受賞した石田さんの発表。。

　

9
月　

日　
、「
カ
ラ
セ
ン
め
ぐ
り

24

（月・祝）

ポ
タ
リ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
2
2
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
根
沢
町
観
光
協
会
が
主

催
す
る
「
た
か
ポ
タ
」
に
、
那
須
烏
山

市
、
高
根
沢
町
、
J
R
東
日
本
大
宮
支

社
、
栃
木
銀
行
で
構
成
す
る
J
R
烏
山

線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
共

催
し
、
那
須
烏
山
市
ま
で
コ
ー
ス
を
拡

大
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

ポ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
自
転
車
で
の
ん

び
り
行
う
散
歩
の
こ
と
で
、
豊
か
な
自

然
や
農
産
物
な
ど
、
そ
の
土
地
の
魅
力

を
発
見
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

当
日
は
、
高
根
沢
町
の
J
R
宝
積
寺

駅
を
発
着
点
と
し
、　

キ
ロ
で
起
伏
が

40

少
な
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
「
田
園
コ
ー

ス
」と
、　

キ
ロ
で
起
伏
を
含
む
上
級
者

70

向
け
の「
里
山
コ
ー
ス
」の
2
コ
ー
ス
が
行

わ
れ
、
自
転
車
愛
好
者
や
家
族
連
れ
な

ど
が
初
秋
の
里
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
か
所
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
休
憩
所
）
で
は
、
中
山
か
ぼ

ち
ゃ
ア
イ
ス
や
鮎
の
塩
焼
き
、
八
溝
そ

ば
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。

市
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
！

カ
ラ
セ
ン
め
ぐ
り
ポ
タ
リ
ン
グ

里
山
コ
ー
ス
で
ポ
タ
リ
ン
グ
を
楽
し
む

参
加
者
。
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い
を
知
る
こ
と
で
」
を
発
表
し
た
、

烏
山
中
3
年
の
石
田
陽
人
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
発
表
は
、
小
学
校
卒

業
と
同
時
に
東
京
か
ら
那
須
烏
山
に

転
校
し
、
地
域
性
の
違
い
に
悩
み
な

が
ら
も
、
ど
う
し
た
ら
違
い
を
乗
り

越
え
、
理
解
し
合
え
る
か
と
葛
藤
し

た
経
験
か
ら
、
相
手
を
尊
重
し
つ
つ
、

自
分
の
意
見
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
も
の
。
経
験

か
ら
出
た
答
え
を
実
行
し
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
や
堂
々
と
し
た
発
表
が

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
田
さ
ん
は
、
9
月　

日
松
、
栃

22

木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
「
塙
の
天

祭
」
が
、
9
月
2
日
掌
、
三
箇
の
松
原

寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
災
を
除
け
五
穀
豊 
穣 
を
願
っ
て
、

じ
ょ
う

毎
年
、
二
百
十
日
（
現
：
9
月
1
日
）

前
後
に
行
わ
れ
て
い
る
同
行
事
。
当
日

は
、 
揃 
い
の
法
被
姿
で
地
元
の
小
学
4

そ
ろ

年
生
か
ら
6
年
生　

人
が「
奉
納
太
鼓
」

13

を
披
露
。
そ
の
後
小
学
3
年
生
4
人
も

加
わ
り
、　

人
で
「
天
祭
踊
り
」
な
ど

17

の
踊
り
を
奉
納
し
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

塙
の
天
祭
保
存
会
の
大
嶋
道
雄
会
長

は
、「
少
子
化
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
や
指
導
者
が
減
っ
て
き
て
い
る

が
、
若
い
人
た
ち
に
積
極
的
に
祭
り
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
伝
統
を
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
踊
り
を
披
露
し
た
江
川
小
6
年
の

石
川
駿
さ
ん
、
滝
口
咲
斗
さ
ん
、
阿
部

亮
介
さ
ん
は
、「
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

奉
納
太
鼓
の
時
に
し
っ
か
り
と
掛
け
声

を
出
せ
た
の
で
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

■
三
箇
塙
の
天
祭

市
内
各
地
で
舞
を
披
露　

地
域
の
伝
統
受
け
継
が
れ
る

■
宮
原
八
幡
宮
観
世
流

太
々
神
楽

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
宮
原
八

幡
宮
観
世
流
太
々
神
楽
」
が
、
9
月　
16

日
掌
、
宮
原
の
落
石
釣
堀
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
太
々
神
楽
は
、
宮
原
八
幡
宮
祠

官
斎
藤
松
寿
氏
が
、
伊
勢
神
宮 
権  
禰  
宜 

ご
ん 
ね 

ぎ

を
数
年
勤
め
、
明
治　

年
（
1
8
8
4
）

17

に
神
楽
の
面　

の
ほ
か
、
口
伝
、
用
具

20

な
ど
を
携
え
て
帰
郷
し
、
斎
藤
主
膳
を

師
匠
と
し
て
伝
承
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
、
五
穀
豊
穣
な
ど
が
祈
願
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
の
た
め
、
一
時
は
中
断

さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和　

年
に
保
存

58

会
を
結
成
し
、　

年
前
か
ら
は
、
宮

10

原
の
敬
老
会
で
舞
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
上

境
の
敬
老
会
で
も
披
露
し
、
お
年
寄

り
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

舞
は
全
部
で　

座
あ
り
、
敬
老
会

39

で
は
、「 
八
岐  
大
蛇 
舞
」や「
農
業
舞
」

や
ま
た
の 
お
ろ
ち

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
原
八
幡
宮
観
世
流
太
々
神
楽
保

存
会
の
大
橋
一
豊
会
長
は
、「
後
継

者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
若
い
人

た
ち
に
入
っ
て
も
ら
い
協
力
し
て
伝

統
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

三箇塙の天祭三箇塙の天祭。。

宮原八幡宮観世流太々神楽宮原八幡宮観世流太々神楽。。

　

9
月
9
日
掌
、
南
那
須
図
書
館
で
、

「
第
7
回
図
書
館
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
、
1
8
2
9
人
の
親
子
連
れ
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
図
書
や
雑
誌
を
無
料
で

配
布
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
が
イ

ベ
ン
ト
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
大
盛
況
。
毎
年
大
人
気
の

こ
の
催
し
で
す
が
、
今
年
は
、
午
前

と
午
後
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

お
楽
し
み
抽
選
会
や
押
し
花
の
し
お

り
作
り
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
は
な
し
会
、
な
す
か
ら
英
語

塾
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
個
人
は
須
藤
将

臣
さ
ん
が　

・
5
キ
ロ
、
団
体
は
江

87

川
小
学
校
が　

・
0
キ
ロ
で
優
勝
。

54

第
7
回
図
書
館
ま
つ
り

　

人
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

1829

参
加
者
に
は
、
市
長
賞
や
教
育
長
賞
、

館
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
読
書
通
帳
」
の
達
成
者
の

表
彰
で
は
、
子
ど
も
の
部
で
5
0
0

冊
読
破
を
達
成
し
た　

人
、
大
人
の

10

部
で
は
3
0
0
冊
読
破
を
達
成
し
た

　

人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

11ま
し
た
。

たくさんの人でにぎわうリサイクルフェアたくさんの人でにぎわうリサイクルフェア。。
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市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
な

す
か
ら
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
介
護
予
防
や
支
え
合
い
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
と
社
会
福

祉
協
議
会
が
連
携
す
る
こ
と
で
活
動
の

担
い
手
を
養
成
し
、
必
要
な
体
制
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
講
座
は
、
知

識
を
習
得
す
る
基
本
編
と
技
術
を
習
得

す
る
実
践
編
が
9
月
か
ら　

月
に
か
け

11

て
計
7
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
9
月　

日
昭
は
、　

13

28

人
が
参
加
し
、
全
国
各
地
で
地
域
福
祉

介
護
予
防
・
助
け
合
い
活
動
の
担
い
手
を
養
成

な
す
か
ら
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

　　月27日捷、那須烏山市地域雇用創造協議会による成果物公開セミ8
ナーが、市役所烏山庁舎で開かれ、25人が参加しました。
　同協議会では、事業拡大や創業による地域の雇用創出を目的として、
地域資源を活用したメニューや新商品、観光コースの開発など様々な
取り組みを行っています。
　セミナーでは、観光コースとして　月に実施された市の自然豊かな5
里山を利用した「森だくさん体験ツアー」や市産の米粉を使ったスコー
ンが紹介されたほか、新メニューとして、今年築城600年を迎えた烏山
城の石垣をイメージしたおやきの「烏山城石垣おやきセット（仮称）」、
那須烏山市の民話「千足峠」をイメージした「千足峠わらじ丼」が紹
介され、取り扱いを希望する事業者を募りました。
　また、烏山城築城600年を記念した商品開発も進めており、10月14日
掌に開催される「烏山城築城600年記念イベント」に合わせて販売が予
定されています。

地域資源を活用し雇用創出
成果物公開セミナーを開催

実践支援員によるセミナー実践支援員によるセミナー。。

新商品の試食をする参加者新商品の試食をする参加者。。

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
ち
づ
く
り
、
災
害

支
援
な
ど
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
・
ラ
ボ
代
表
の
井
岡
仁
志

さ
ん
を
講
師
に
、「
支
え
合
い
の
地
域
を

め
ざ
し
て
～　

年
、　

年
先
を
見
据
え

10

20

た
住
民
参
加
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
地
域
の
助
け
合
い
活
動
の
重
要
性

と
全
国
の
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。講
演
後
に
は
、「
2
0
2

5
年
ま
で
の
7
年
間
に
自
分
や
地
域
と

し
て
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
か
」

を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

座談会で今後取り組みたいことを話し合う参加者座談会で今後取り組みたいことを話し合う参加者。。

　

市
で
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
や
疾
病
予
防
に
青
壮
年
期
か
ら
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
事
業
所
な

ど
に
出
向
き
、「
な
す
か
ら
健
康
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
3
日
捷
、　

日
昭
に
は
、
矢
崎

13

部
品
株
式
会
社
栃
木
工
場
で
「
禁
煙
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
開
催
し
、
社

員
約
2
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
市
保
健
師
か
ら
た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
一
酸
化
炭
素
、
タ
ー
ル
、

ニ
コ
チ
ン
が
身
体
に
与
え
る
動
脈
硬
化
、

な
す
か
ら
健
康
講
座

禁
煙
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
健
康
に
！血管

収
縮
な
ど
の
悪
影
響
に
つ
い
て
や
、

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で
発
症
す
る
病
気
、

禁
煙
外
来
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

肺
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
肺
年
齢
診
断
も

行
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
柳
生
宏
司
さ
ん
は
、「
た

ば
こ
が
与
え
る
影
響
の
話
が
、
と
て
も

た
め
に
な
っ
た
。
肺
年
齢
診
断
で
は
、

実
年
齢
を
上
回
る
結
果
だ
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
今
よ
り
も
気
を
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

矢崎部品株式会社で行われた講座矢崎部品株式会社で行われた講座。。
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〈現状〉
　在宅療養者が今後ますます増えていく中、在宅での栄
養管理が必要になっていきます。現在、管理栄養士は地
域（市町・病院・施設など）で活動しています。
　市町に勤務する管理栄養士は訪問による栄養相談も行
い、少しでも多くの在宅療養者や介護者のニーズに応え、
栄養改善につながるよう、具体的な食生活のアドバイス
や指導を行っています。
〈管理栄養士がこんなご要望にお応えします〉
たとえば…
・医師から「糖尿病や腎臓病などの食事療法が必要」と
言われた。
　→医師の指示のもと病状に合った食事内容を指導します。
・食欲がなく、食事が食べられない。
　→少量でも栄養が摂れる調理方法や食材のアドバイス
をします。
・痩せてきたもしくは太ってきた。
　→不足している栄養素または過剰栄養をコントロール
する方法を提案します。

シリーズ 

　皆さんは、「血圧が高めの方に」や「糖の吸収をおだや
かにする」などと表示のある「特定保健用食品（トクホ）」
についてご存知でしょうか？「特定保健用食品（トクホ）」
は、国が定めた安全性や有効性に関する基準等に従って
食品の機能が表示されている「保健機能食品」の一つで、
「保健機能食品」には以下の　種類があります。3
【栄養機能食品】
　　日に必要な栄養成分（ビタミン、ミネラルなど）が1
不足しがちな場合、その補給・補完のために利用できる
食品です。既に科学的根拠が確認された栄養成分を一定
の基準量含む食品であれば、特に届出などをしなくても、
国が定めた表現によって機能を表示することができます。
【特定保健用食品（トクホ）】
　科学的根拠に基づいた機能を表示した
食品です。表示されている効果や安全性
については国が審査を行い、食品ごとに
消費者庁が許可しています。
【機能性表示食品】
　事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能を
表示した食品です。販売前に、安全性および機能の根拠
に関する情報などが消費者庁に届出されたもので、トク
ホとは異なり、消費者庁の許可を受けたものではありません。

【正しく利用するために】
　保健機能食品を摂取する場合、「　日当たりの摂取目1
安量」や「摂取する上での注意事項」が表示されている
ので、必ず確認しましょう。
　また、保健機能食品は医薬品とは異なり、疾病の治療
や予防のために摂取するものではありませんが、医薬品
との飲み合わせに注意を要するものもあるので、医薬品
を服用されている方は医師、薬剤師に相談しましょう。
【食生活は、主食、主菜、副菜を
基本に食事のバランスを！】
　主食、主菜、副菜がそろってい
ると、いろいろな栄養素をバラン
スよく摂取することにつながりま
す。
　健康は、食生活を見直すことが
第一歩です。その上で、保健機能
食品を適切に利用し、健康づくりに役立てましょう。

消費者コラム⑲ 

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎1階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287−83−1014
【受付時間】平日9：00～12：00、13：00～16：30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン緯188
（局番なし）」へご相談ください。

消費者ほっと樺らいふナビ

―　管理栄養士が行う在宅医療　―

知っておきたい食品の表示③

Part　6在宅医療のあれこれ

〈栄養指導で指導を行う流れ〉

　市では定期的に「健康・食生活相談」を実施しており
ますので、お困りの場合は管理栄養士にお気軽にご相談
ください。
〈相談窓口〉
健康福祉課　健康増進グループ　緯0287−88−7115
　　　　　　　

在宅医療推進委員管理栄養士

栄養管理を
必要とする人や
その家族など

管理栄養士

栄 養

指 導

受 診

指 示

報 告

相 談

主治医
（医療機関）
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月
2
日
昇
か
ら
6
日
松
に
か
け
て

10
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
国
民

73

体
育
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
」
成
年
男

子
の
部
に
興
野
出
身
の
荒
井
崇
聡
さ
ん

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
　

歳
か
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
た
荒

20
井
さ
ん
。
週
に
3
～
4
日
練
習
に
励
み
、

腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
国
民

体
育
大
会
県
予
選
に
、
所
属
チ
ー
ム
の

宇
都
宮
ゴ
ー
ル
ド
レ
ー
ン
で
出
場
し
優

勝
。
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
関

東
ブ
ロッ
ク
で
は
、
準
優
勝
し
、
初
の
全

国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
を
前
に
荒
井
さ
ん
は
、

「
個
人
、
ダ
ブ
ル
ス
、
団
体
の
全
種
目

で
上
位
入
賞
で
き
る
よ
う
、
大
会
ま
で

し
っ
か
り
と
調
整
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ

【ボウリング】荒井さん。

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
…

ス
ポ
ー
ツ
で
大
活
躍
！

　
　

月　

日
昭
、　

日
晶
に
滋
賀
県
で

11

15

16

開
催
さ
れ
る
「
第
5
回
全
日
本
シ
ニ
ア

東
西
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
シ
ニ

ア　

男
子
の
部
に
月
次
の
澤
村
祐
毅
さ

75
ん
が
4
年
連
続
出
場
し
ま
す
。

　

中
学
生
の
時
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

始
め
ま
し
た
が
、
上
京
し
プ
レ
ー
を
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
、
定
年
退
職
後
、
那
須
烏
山
市
に

戻
っ
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
競
技

を
再
開
し
ま
し
た
。
今
は
、
週
に
3
～

4
日
練
習
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
県
予
選
で
は
、
準
優
勝
し
、
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

澤
村
さ
ん
は
、「
県
大
会
で
準
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る
の
は
と
て

も
名
誉
な
こ
と
。
テ
ニ
ス
が
で
き
る
間

は
楽
し
ん
で
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【ソフトテニス】澤村さん。

　

8
月　

日
晶
か
ら
9
月
2
日
掌
に
か

31

け
て
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
53

全
日
本
大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
」
に
日
本
体
育
大
2
年
で
藤
田

出
身
の
中
山
日
菜
子
さ
ん
が
出
場
し
、

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
準
々
決
勝
か
ら
決
勝

ま
で
の
3
試
合
に
登
板
。
準
決
勝
で
は

完
封
、
園
田
学
園
女
子
大
学
と
の
決
勝

で
は
3
対
2
で
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
6

回
の
2
ア
ウ
ト
1
塁
の
場
面
で
リ
リ
ー

フ
登
板
し
ピ
ン
チ
を
し
の
ぎ
、
最
終
回

を
抑
え
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で　

年
14

ぶ
り　

回
目
の
優
勝
を
も
た
ら
し
ま
し

19

た
。

　

中
山
さ
ん
は
、「
3
試
合
登
板
し
、
相

手
に
1
点
も
与
え
ず
に
勝
て
た
こ
と
が

自
信
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ス
ピ
ー
ド

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
精
度
を
高
め
て
、

よ
り
安
定
し
た
投
球
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【ソフトボール】中山さん。

日
野
町
自
治
会
敬
老
会
。

　　月17日（月・祝）の「敬老の日」を中心に市内102の自治会や109
の施設など69の会場で敬老会が開催されました。今回は、76歳以
上の4717人（男1820人、女2897人）が招待され、各会場で、食事
や思い出話をしたり、歌や踊りなどの余興を楽しんだりするお年
寄りの姿がみられました。
　総務省が発表した人口推計（　月15日現在）によると、65歳以9
上の高齢者人口は、3557万人と、前年と比較すると44万人の増加
となっています。総人口に占める高齢者人口の割合は28.　％と1
なり、前年より　.　％増加と、過去最高になりました。04
　本市では、　 月　日現在の65歳以上の人口が9317人（男4163人、9 1
女5154人）と、昨年より61人の増加。高齢率は34.65％で市内の最
高齢者は106歳、100歳以上の高齢者は25人となっています。

上
川
井
自
治
会
敬
老
会
。

市内69の会場で敬老会を開催
長寿と健康を祝う
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月
3
日
松
か
ら
6
日
昇
に
か
け
て

11
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第　

回
全
国

31

健
康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
富
山
2
0
1
8
）」
に
、
剣
道
と

マ
ラ
ソ
ン
競
技
で
市
内
か
ら
2
人
が
出

場
し
ま
す
。

　

剣
道
で
出
場
す
る
の
は
、
旭
2
丁
目

の
小
田
弘
さ
ん
。
中
学
校
か
ら
始
め
た

剣
道
は
、
武
道
に
お
け
る
称
号
の
2
番

目
と
な
る
教
士
七
段
の
腕
前
で
、
教
職

員
時
代
に
は
、
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

で
準
優
勝
に
輝
い
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
県
予
選
で

は
、　

歳
以
上
の
部
で
優
勝
。
全
国
大

65

会
に
は
、
各
年
齢
で
上
位
と
な
っ
た
5

人
1
チ
ー
ム
で
団
体
戦
に
挑
み
ま
す
。

　

現
在
は
、
週
3
～
4
日
、
稽
古
を
積

み
調
整
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
小
田
さ

ん
。
大
会
で
は
、「
県
の
代
表
と
し
て
、

で
き
る
限
り
の
力
を
出
し
切
り
、
ま
ず

は
予
選
を
突
破
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

剣
道
と
マ
ラ
ソ
ン
で
出
場

【剣道】小田さん。

【マラソン】大木さん。

　

マ
ラ
ソ
ン
で
出
場
す
る
野
上
の
大
木

己
芳
さ
ん
は
、
全
国
大
会
へ
は
4
回
目

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
に　

歳
か
ら
始
め
た
マ

50

ラ
ソ
ン
で
す
が
、
今
で
は
趣
味
と
な
り
、

月
平
均
で
約
3
0
0
キ
ロ
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
費
や
す
ほ
ど
の
熱
中
ぶ
り
。
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝

大
会
の
ほ
か
、
県
内
各
地
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
は
、
何
度
も
上
位
入
賞
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
出
場
し

た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
で
も
、

2
回
3
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
好
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。

　

大
木
さ
ん
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

で
は
、
全
国
か
ら
強
い
選
手
が
集
ま
る

の
で
、
ま
ず
は
入
賞
目
指
し
て
精
一
杯

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

災害対策は万全ですか？再確認しましょう
　

今
年
は
、
6
月
の
大
阪
府
北
部
地

震
、
7
月
の
西
日
本
を
中
心
と
し
た

豪
雨
、
9
月
の
台
風　

号
、　

号
、

21

24

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、
日

本
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
平
成　

年
に
発
生
し

23

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、

日
頃
よ
り
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
一
度
、
災
害
に
対

す
る
備
え
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
発
生
す
る
も
の
と
し
て
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
小

さ
く
す
る
「
減
災
」
へ
の
取
り
組
み

を
一
人
ひ
と
り
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
行
政
に
よ
る
「
公

助
」
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、

家
族
や
友
人
、
ご
近
所
で
手
を
差
し

伸
べ
合
う
「
互
助
」、
地
域
で
の
支
え

合
い
で
あ
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
も

ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
災
害

に
対
し
て
の
備
え
を
進
め
て
お
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
家
具
の
置
き
方
に
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
家
具
は

倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
転
倒
防
止
策

を
し
て
お
く
と
と
も

に
、
手
の
届
く
範
囲
に

懐
中
電
灯
や
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
食
料
・
飲
物
な
ど
の
備
蓄
は
十
分

で
す
か
？

　

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
に
備
え

て
、
普
段
か
ら
飲
料
水
や
非
常
食
な

ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
の
準
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

自
宅
が
被
災
し
た
場
合
は
、
安
全

な
場
所
で
避
難
生
活
を
過
ご
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
非
常
時
に
持
ち
出
す

も
の
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
ご
家
族
同
士
の
安
否
確
認
方
法
は

決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

　

離
れ
た
場
所
に
い
る
場
合
で
も
お

互
い
の
安
否
が
確
認
で
き
る
よ
う
、

安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど

を
、
事
前
に
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

■
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

て
い
ま
す
か
？

　

あ
わ
て
ず
に
避
難
す
る
た
め
に
も
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
避
難

場
所
や
避
難
経
路
、
自
宅
の
近
く
に

あ
る
「
浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
以
前
に

各
戸
配
付
し
た
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
防
災
・
行
政
情
報
メ
ー
ル
を
登
録

し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
配
信
を
希
望
す
る
人
は
、

下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力
し
て
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。
迷
惑
メ
ー
ル
対
策

等
受
信
拒
否
設
定
を
し
て
い
る
場
合

は
、
下
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
の
メ
ー
ル

が
受
信
で
き
る
よ
う
に

設
定
を
変
更
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
登
録
用
ア
ド
レ
ス
】

bousai.nasukarasuyam
a-cit

y@
raiden3.ktaiw

ork.jp

※
平
成　

年
4
月
1
日
よ
り
市
の
防

30

災
・
行
政
情
報
メ
ー
ル
が
新
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
関
す
る
情
報
や
避

難
に
関
す
る
情
報
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
家

庭
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
気
象
情

報
に
注
意
し
、
避
難
場
所
を
確
認
す

る
な
ど
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
合　

総
務
課
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
7
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も
の
で
す
。

　

サ
イ
ト
は
7
月
末
に
開
設
。
自
ら
情

報
収
集
し
、
誰
で
も
気
軽
に
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
カ
レ
ン

ダ
ー
形
式
に
ま
と
め
た
の
が
特
徴
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
団
体
か
ら
は

「
他
の
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
日
程
が
被

ら
な
い
で
す
み
そ
う
」
と
好
評
で
す
。

　

平
野
さ
ん
は
、「
市
内
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
意
外
と
多
く
、
楽
し
め
る

も
の
ば
か
り
。こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て

も
ら
い
、
多
く
の
人
に
市
の
魅
力
を
感

じ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

金
井
2
丁
目
の
平
野
達
朗
さ
ん
が
、

市
内
の
民
間
や
公
共
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
に
ま
と
め
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
＠

那
須
烏
山
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
市
政
へ
の
市
民
参
画

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
「
さ

ん
か
く
サ
ロ
ン
」
の
代
表
。
今
回
の
サ

イ
ト
立
ち
上
げ
は
、
サ
ロ
ン
で
「
こ
の

ま
ち
の
観
光
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
、

市
民
の
立
場
か
ら
何
か
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
際
に
出
た
意
見
を
く

み
取
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
践
し
た

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
今
ま
で
認

知
症
の
人
と
接
点
が
な
か
っ
た
地
域

住
民
と
、
認
知
症
の
人
や
家
族
、
医

療
福
祉
関
係
者
が
リ
レ
ー
を
し
な
が

ら
、
一
つ
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
日

本
全
国
を
縦
断
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
R

U
N
伴
」
の
栃
木
県
大
会
が
9
月　
22

日
松
、　

日
掌
に
県
内
各
エ
リ
ア
で

23

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
4
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
初
開
催
と
な
っ
た
那
須

烏
山
エ
リ
ア
で
は
、　

日
に
「
R
U

22

N
伴
2
0
1
8
実
行
委
員
会
チ
ー
ム

な
す
か
ら
」
が
中
心
と
な
り
、
J
R

烏
山
駅
前
広
場
を
発
着
点
に
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
、
約
1
5
0
人
が
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

市
内
の
団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
体
操
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
横
山
孝
子
代
表
は
、

「
認
知
症
で
も
地
域
の
人
が
支
え
る

こ
と
で
生
活
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
伝
え
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

東
北
化
工
株
式
会
社
が
清
掃
活
動

　

藤
田
の
東
北
化
工
株
式
会
社
で
は
、

9
月　

日
晶
に
、
南
那
須
図
書
館
お

14

よ
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
3
年
前
か
ら
は
じ
ま
っ

た
も
の
で
、
年
1
回
、
会
社
の
各
部

門
か
ら
集
ま
っ
た
社
員
で
、
草
刈
り

や
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
主
任
の
渋
井
俊
明
さ
ん
は
、

「
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
て
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

草
刈
り
を
行
う
東
北
化
工
株
式
会
社

の
皆
さ
ん
。

烏山駅前広場をスタートする参加者。

「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
＠
那
須
烏

山
」http://nasukarasuyam

a-
event.jim

dofree.com
/

ウ
ェ
ブ
上
で
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
覧
に
！

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
＠
那
須
烏
山
が
話
題

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
目
指
し
て

R
U
N 
伴 
栃
木
2
0
1
8
本
市
で
初
開
催

と
も

ウェブサイトを制作する平野さん。
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三
味
線
の
演
奏
や
歌
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
あ
げ
会
館

前
駐
車
場
に 
提  
灯 
や 
櫓 
を
設
置
し
た

ち
ょ
う 
ち
ん 

や
ぐ
ら

特
設
会
場
に
場
所
を
移
し
、
盆
踊
り

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
櫓
を
中
心

に
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
や
参
加
者
な

ど
が
「
日
光
和
楽
踊
り
」
や
「
東
京

音
頭
」、「
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
ま

た
、
盆
踊
り
大
会
の
合
間
に
は
、
防

災
の
日
に
合
わ
せ
て
防
災
○
×
ク
イ

　

9
月
1
日
松
、
西
川
会
（
西
川
扇

士
浪
代
表
）
に
よ
る
「
西
川
会
夏
祭

り
」
が
、
山
あ
げ
烏
章
館
周
辺
を
会

場
に
開
か
れ
、
地
域
住
民
約
3
5
0

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
古
き
良
き
日
本
の

風
物
詩
を
残
そ
う
と
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
9
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
に
よ
る
日
本
舞
踊

の
ほ
か
、
烏
山
常
磐
津
教
室
に
よ
る

ビ
ー
ト
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ダ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
。

ズ
も
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
防
災
の

知
識
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
、
9
月　

日
晶
か
ら　

日
掌
ま

21

30

で
の　

日
間
で
行
わ
れ
、
交
通
事
故

10

防
止
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
街
頭
指
導

　

初
日
と
な
っ
た　

日
晶
に
は
、
川

21

俣
純
子
市
長
や
吉
村
孝
那
須
烏
山
警

察
署
長
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会

の
会
員
な
ど　

人
が
、
旭
交
差
点
で

30

特
別
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
J
A
な
す
南
梨
部
会
の

協
力
を
得
て
、「
交
通
事
故
な
し
」
に

か
け
た
「
梨
」
約
3
0
0
個
や
交
通

事
故
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を
信
号
待
ち

を
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト

交
通
安
全
教
室

　

同
日
、
南
那
須
中
学
校
で
は
、
ス

タ
ン
ト
マ
ン
が
実
車
両
を
使
用
し
て

交
通
事
故
状
況
を
再
現
す
る
ス
ケ

ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
方
式
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
南
那
須

中
や
烏
山
中
、
烏
山
高
校
の
生
徒
な

ど
約
2
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
で
は
、
自
転
車
の

事
故
の
実
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
日
常
に
潜
む
事
故
の
危
険
性
を

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
南
那
須
中
1
年
石
倉
優

美
さ
ん
（
鴻
野
山
）
は
、「
事
故
の
再

現
を
見
て
と
て
も
怖
い
と
思
っ
た
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
が
輪
に
な
り
踊
る

第
9
回
西
川
会
夏
祭
り

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

交
通
事
故
防
止
運
動
盛
ん
に

ほ
か
、
市
内
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「 
R ラ

 
o
u
g
h 　

フ

 
D
i
a
m
o
n
d 
」
や

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

「
ビ
ー
ト
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ビ
ン
ゴ
大
会
も
開
催

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
委
員
長
の
矢
口
和

美
さ
ん
は
、「
今
回
は
、
に
ぎ
や
か
で

 
馴  
染 
み
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

な 

じ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。今
後
も
、
様
々

な
年
代
の
人
た
ち
に
、
1
日
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山あげ烏章館で日本舞踊を披露山あげ烏章館で日本舞踊を披露。。

　

9
月　

日
掌
、
J
R
烏
山
線
大
金

16

駅
前
を
会
場
に
、「
第
5
回
O
O
G

A
N
E
木
漏
れ
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

親
子
連
れ
約
5
7
0
0
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
と
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も

に
大
金
駅
前
を
活
性
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
住
民
や
企
業
、
ま
ち

づ
く
り
団
体
な
ど
が
協
力
し
て
開
催

し
て
い
る
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
新
鮮
野
菜
や
か
き
氷
、

わ
た
あ
め
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
た

第
5
回
O
O
G
A
N
E
木
漏
れ
日
マ
ー
ケ
ッ
ト

親
子
連
れ
5
7
0
0
人
で
に
ぎ
わ
う

事故「梨」を配布する川俣純子市長（右）と吉村警事故「梨」を配布する川俣純子市長（右）と吉村警察察
署長（左）署長（左）。。

スタントマンによる交通事故の実演スタントマンによる交通事故の実演。。
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〇
台
風　

号
す
ご
か
っ
た
で
す

24

ね
。
雨
風
の
音
で
夜
中
何
度
か

起
き
て
し
ま
い
次
の
日
は
寝
不

足
で
し
た
。
全
国
で
災
害
が
発

生
し
て
い
る
の
で
み
な
さ
ん
も

万
が
一
に
備
え
て
再
確
認
や
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
記
事
が

　

ペ
ー
ジ
に
も
載
っ
て
い
る
の
で
要

13チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

○
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
仲
良
し
の

Ｙ
ち
ゃ
ん
に
「
秋
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
聞
く
と
、「
栗
ひ
ろ
い
じ
ゃ
な
い
？
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
残
念
な
が

ら
ま
だ
、
栗
ひ
ろ
い
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
栗
を
使
っ
た
お
菓
子
を
作
り
た

い
な
ぁ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
美
味
し
そ

う
な
栗
を
探
し
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お
い
し
い
栗
の
見
分
け
方
を
誰
か
教
え
て

く
だ
さ
ー
い
！
お
す
す
め
の
栗
の
お
菓
子

の
レ
シ
ピ
も
ぜ
ひ
、
教
え
て
く
だ
さ
い 

〇
秋
と
い
え
ば
こ
の
間
、
秋
刀
魚
を
食
べ

ま
し
た
！
秋
刀
魚
を
食
べ
る
と
秋
が
来
た

な
ー
と
感
じ
ま
す
。
学
生
の
頃
は
あ
ま
り

好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
２

年
程
秋
刀
魚
が
好
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

味
覚
が
変
わ
っ
て
き
た
の
か
な
？
秋
は
お

い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、

ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
（
汗

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

仙　

田　
 
叶 　
 
空 （ 
翔 
・
美
咲
）神　
　

長

と 

あ

立　

石　
 
麻 　
 
陽 （
祐
輔
・
彩
乃
）南
1
丁
目

あ
さ 

ひ

入　

野　
 
瑞 　
 
基 （
安
生
・
紀
子
）神　
　

長

み
ず 

き

齋　

藤　
　
　
 
汰 （
祐
一
・真
里
江
）野　
　

上

た
い

小
田
戸　
 
叶 　
 
歩 （
良
夫
・
真
澄
）滝　
　

田

か 

ほ

青　

木　
 
信 　
 
弥 （
勇
人
・
聡
美
）野　
　

上

し
ん 

や

髙　

野　
 
凰 　
 
丞 （
智
之
・ 
悠 
）興　
　

野

お
う 

す
け

柴　

田　
 
紗 　
 
希 （
拓
也
・
美
幸
）三　
　

箇

さ 

き

山　

口　
 
風 　
 
香 （
幸
男
・
礼
子
）月　
　

次

ふ
う 

か

佐　

藤　
 
光 　
 
虹 （
飛
鳥
・
美
穂
）南
1
丁
目

み 

く

鈴　

木　
 
瑠 　
 
莉 （
大
輔
・
裕
果
）曲　
　

田

る 

り

荒　

井　
 
絢  
依  
斗 （
祐
紀
・
沙
織
）鴻
野
山

じ
ゅ 
い 

と

髙　

野　
 
航 　
 
生 （
卓
人
・
和
世
）大　
　

金

こ
う 

き

お
め
で
た

お
め
で
た

▽
優
勝
：
城
東・泉・滝
田　
▽
準
優
勝
：
こ
ぶ

し
台　
▽
第
3
位
：
日
野
町
、野
上

●
第　

回
日
本
空
手
道
白
堊
会
選
手
権
大
会

37

（
8
月　

日
掌
、板
橋
区
小
豆
沢
体
育
館
）

26

【
形
の
部
】［
小
学
下
級（
1
～
2
）女
子
形
］▽

第
3
位
：
大
輪
咲
奈（
境
小
2
年
）　
［
小
学
生
上

級（
5
～
6
）女
子
形
］▽
第
3
位
：
大
輪
莉
央

奈（
境
小
5
年
）

【
組
手
の
部
】［
小
学
生
下
級
（
1
～
2
）
男

子
組
手
］▽
準
優
勝
：
荒
井
斗
馬（
烏
小
2
年
）　
▽

第
3
位
：
齋
藤
陽（
烏
小
2
年
）　
［
小
学
生
下
級

（
1
～
2
）女
子
組
手
］▽
優
勝
：
大
輪
映
奈（
境

小
2
年
）　
▽
準
優
勝
：
大
輪
咲
奈（
境
小
2
年
）　

［
小
学
中
級（
3
～
4
）男
子
組
手
］▽
優
勝
：

鈴
木
徳
真（
荒
小
4
年
）　
▽
準
優
勝
：
人
見
瑠
稀

（
烏
小
4
年
）　
［
小
学
中
級（
3
～
4
）女
子
組

手
］▽
優
勝
：
荒
井
萌
維（
七
小
3
年
）　
▽
準
優

勝
：
小
森
陽
望（
境
小
3
年
）　
［
小
学
生
上
級（
5

～
6
）男
子
組
手
］▽
優
勝
：
荒
井
港
成（
七
小
6

年
）　
▽
準
優
勝
：
生
魚
祐
晴（
境
小
6
年
）　
▽
第

3
位
：
阿
部
亮
介（
江
小
6
年
）、村
山
晴
琉（
江
小
5

年
）　
［
小
学
生
上
級（
5
～
6
）女
子
組
手
］▽

優
勝
：
大
輪
莉
央
奈（
境
小
6
年
）　
▽
準
優
勝
：

荒
井
亜
美（
烏
小
6
年
）　
［
高
校
生
一
般
女
子
組

手
］▽
優
勝
：
生
魚
瑠
那　
［
一
般
女
子
シ
ニ

ア
組
手
］▽
優
勝
：
生
魚
英
子　
［
一
般
有
段

男
子
シ
ニ
ア
組
手
］▽
優
勝
：
生
魚
邦
龍　
▽

準
優
勝
：
新
井
元

●
日
本
ハ
ム
旗 
第　

回
関
東
学
童
軟
式
野

20

球
新
人
大
会　

栃
木
県
予
選
会　

第
1
ブ

ロ
ッ
ク
地
区
予
選（
9
月
1
日
松
、大
桶
運
動
公
園
）

▽
第
3
位
：
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第　

回
青
少
年
空
手
道
結
城
大
会（
8
月　

34

12

日
掌
、結
城
市
か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
）

【
団
体
の
部
】［
小
学
生
団
体
組
手
の
部
］▽
準

優
勝
：
南
那
須
空
手
道（
平
野
真
広
、平
野
瑛
士
、萩
原

琉
衣
）

【
個
人
の
部
】［
小
学
3
～
4
年
男
子
組
手
の

部
］▽
優
勝
：
寺
澤
聖
心（
南
那
須
空
手
道
）　
▽
第

3
位
：
五
十
嵐
大
夢（
南
那
須
空
手
道
）　
［
小
学
5

～
6
年
男
子
組
手
の
部
］▽
第
3
位
：
生
魚
祐

晴（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第　

回
那
須
烏
山
市
自
治
会
対
抗
親
善
野

10

球
大
会（
8
月　

日（
日
）、　

日（
日
）、緑
地
運
動
公
園
、烏

19

26

山
野
球
場
、大
桶
運
動
公
園
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

今年も高瀬地区でヒガンバナが咲きました。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

荒
木
直
吉
様（
東
京
都
八
王
子
市
）、
小
林
隆
二

様（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）、
豊
田
彬
様（
下
野
市
）、
か

ら
各
1
万
円
、
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら

14

計　

万
5
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し

21
た
。

■
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
附

　

那
須
南
農
業
協
同
組
合（
荒
井
節
組
合
長
）か
ら

交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
1
基
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
野

上
地
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
立
中
学
校
著
書
寄
贈

　

長
津
功
三
良
様（
山
口
県
岩
国
市
）か
ら
「
わ
が

基
町
物
語
」
2
冊
が
市
内
中
学
校
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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男
出生
転入

12,761 女
死亡
転出

12,987

人口 25,748（－62）

世帯数 9,370

39
99

13
63
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★一般図書★
『コンフィデンシャルあの会社の真実』

日本経済新聞社
『「生活保護法」から「生活保障法」へ』
　　　　生活保護問題対策全国会議
『へんないきものもよう』　早川　いくを
『おかずレパートリー過敏性腸症候群』
　　　　　　　　　　　　松枝　啓
『どんな災害でもイヌといっしょ』
　　　　　　　　　　徳田　竜之介
『愛×数学×短歌』　　横山　明日希
『牧水の恋』　　　　　　　俵　万智
『ヨーコさんの“言葉”』　佐野　洋子
『対岸の家事』　　　　　朱野　帰子
『信長の原理』　　　　　垣根　涼介
『鳥居の密室』　　　　　島田　荘司
『一度だけ』　　　　　　益田　ミリ
『廃墟ラブ』　　　　　　　原　宏一

★児童図書★
『名字ずかん』　　　　　　森岡　浩
『赤はな先生に会いたい！』副島　賢和
『日本のおかしな現代妖怪図鑑』
　　　　　　　　　　　　朝里　樹
『電車大集合！』　　　　山崎　友也
『うさぎがおうちにやってきた！』
　　　　　　　　　　　岡野　祐士
『忍者の迷路』　　　　香川　元太郎
『稲妻で時をこえろ！』　小森　香折
『おいもころころ』　いもと　ようこ
『きみのおへやみせてみせて』

鵜飼　美帆
『ショベルくんとあおいはな』
　　　　　　　ヨーゼフ　クフラー
『いじめているきみへ』　春名　風花
『じめんのしたにはなにがある』
　　　　　　　　　中川　ひろたか

俳　

句

水
野　

信
一　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

秋
の
蚊
の
部
屋
の
一
匹
た
だ
な
ら
ず

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

山
あ
げ
の
ひ
と
熱
さ
め
て
虫
の
声

石
川
真
由
美（
大　

桶
）

ふ
る
里
へ
こ
こ
ろ 
誘 
ふ
虫
し
ぐ
れ

い
ざ
な

古
内　

晴
代（
金　

井
）

下
り
鮎
山
河
か
が
や
く
釣
の 
郷 さと高

徳　

美
井（
大　

金
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

権
力
が
裏
で
自
由
に
操
作
す
る久

郷　

牛
歩（
高　

瀬
）

五
月
雨
を
神
は
豪
雨
と
取
り
違
い

杉
山
幸
栄
子（
八
ヶ
代
）

一
杯
の
水
で
安
ら
ぐ
野
良
仕
事萩

原　

宜
子（
中　

央
）

裏
側
を
知
っ
た
心
の
隙
間
風

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

色 
褪 
せ
し
余
生
を
思
う
峡
の
空
虹
た
つ
こ
と
も
な
く

あ

て 
昏 
れ
た
り　
　
　
　
　
　

須
藤　

ヤ
ス（
志　

鳥
）

く

「
九
十
歳
何
が
め
で
た
い
」を
肯
定
す
る
婆
の
言
葉
に

強
く
反
論　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

豊（
谷
浅
見
）

う
っ
そ
う
と
樹
木
が
繁
る
我
が
庭
を
見
る
度
悩
む
ど

の
木
を
切
る
か　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

月
一
度
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
楽
し
み
に
体
操
ゲ
ー
ム

老
い
を
忘
れ
て　
　
　
　
　

須
田　

孝
子（
城　

東
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

9
月
号
3
ペ
ー
ジ
「　

年
度
は
6

29

0
0
件
近
く
差
し
押
さ
え
ま
し
た
」

の
記
事
で
、「
前
の
年
よ
り
2
8
5
件

多
い
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
す
。正
し

く
は
「
前
の
年
よ
り
1
5
3
件
多
い
」

で
す
。お
わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

ラジオ「なすから情報局」絶賛放送中！
　レディオベリー（FM栃木）で那須烏山
市の魅力をお届けする「なすから情報局」
を放送しています。
放送局：76.4FM　RADIO　BERRY
日時：毎週火曜日午後　時30分～3
　　　※10分間
※番組の進行状況により開始時間が遅れる場合があります。
■まちづくり課　緯0287－83－1151
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み
な
さ
ん
、
那
須
烏
山
で
ジ
オ
パ
ー
ク
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
旧
下
江

川
中
学
校
（
現
南
那
須
中
学
校
）
の
特
設
科
学
部
だ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？
今
回
は
、
元
部
員
で
現
在
大
学
3
年
生
の
池
尻
俊
平
さ
ん
（
志
鳥
）
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
中
学
校
卒
業
後
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
の
係
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　

高
校
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
…
。
で
も
大
学
は
好
き
な
地
学
系

に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
中
学

校
の
恩
師
を
通
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
に

係
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
は
、
栃
木
県
立
博
物
館
で
の
地

学
実
習
で
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
や
り
ま
し
た
。

Q
今
後
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ど
う
係

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

学
芸
員
の
資
格
を
取
っ
て
、
ジ
オ

パ
ー
ク
を
は
じ
め
地
域
振
興
に
係
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
、
地
元
で
の
ジ
オ
ガ
イ

ド
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
池
尻
さ

ん
。
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指
す
教
育
、

郷
土
愛
の
醸
成
は
「　

年
か
け
て
よ

10

う
や
く
実
る
」。
彼
の
夢
を
今
後
も

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
特
設
科
学
部
に
入
部
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
の
と
き
、
近
所
の
河
原
で

化
石
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

化
石
に
す
ご
く
興
味
を
も
っ
て
…
。

中
学
校
に
入
っ
た
ら
先
生
か
ら
特
設

科
学
部
に
誘
わ
れ
た
の
で
、
迷
わ
ず

入
部
し
ま
し
た
。

Q
特
設
科
学
部
で
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
ま
し
た
か
？

　

貝
や
大
金
ク
ジ
ラ
の
化
石
、
シ
モ

ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
の
前
身
と
な
る
「
下
江

川
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」
を
作
り
、
栃

木
県
立
博
物
館
で
発
表
し
ま
し
た
。

烏翔祭

　　月31日晶、　 月　日松に、「第　回烏翔祭」が開8 9 1 9
催されました。今年度のテーマは、「百花繚乱」。各ク
ラス、各団体が個性あふれる展示、発表を行いました。
校内発表の初日は、吹奏楽部など　団体が日頃の練習6
の成果を発表しました。翌日の一般公開では、例年以
上に多くの地域住民が来場し、にぎわいをみせました。
　毎年、烏翔祭では烏高生による催しだけでなく、
様々な団体による出品、出店が行われています。南那
須特別支援学校の生徒による作品展示、あすなろパン
工房によるパンや大和久福祉会によるパン・クッキー
販売といった「ご縁マーケット」が行われました。
　南那須特別支援学校の生徒による作品展示では、個
性あふれる様々な作品があり、「百花繚乱」のテーマに
ふさわしい展示となりました。また、パンやクッキー
販売では様々な種類のパンやクッキーが売ら
れ、多くの人が足を運びま
した。
　生徒にとって、烏山高校
が多くの人に支えられてい
るということを改めて実感
できる烏翔祭となりました。

博物館で実習中の池尻さん博物館で実習中の池尻さん。。


